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神奈川県食品リサイクル等取組推進セミナーの開催 

 

１ 概要 

食品リサイクル等に取組むべき事業者等（食品関連事業者等）に参考としてもらう

ため、最新の動向や県内（または県外）の取組事例を紹介 

また、食品リサイクル等の取組主体間で新たな関係を築いてもらうため、会場に再

生利用事業者の事業内容や再生製品をＰＲする特設ブースを設置 

（１）日時  

平成 29年１月 25日（水）14時～16時 50分（13時 30分開場） 

（２）場所 

国際言語文化アカデミア 研修ホール（定員 245人）  

（横浜市栄区小菅ヶ谷 1-2-1） 

（３）対象者 

食品関連事業者、処分業者・再生利用事業者、農畜産業者、行政 等 

（４）内容 

ア 講演 

・食品リサイクル関連最新情報について 

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部企画課リサイクル推進室 

・市町村の取組事例紹介 

小田原市環境部環境政策課 

・事例紹介① 

株式会社ヤサイクル（野菜卸、生ごみ処理機販売、メンテナンス） 

・事例紹介② 

株式会社二見（再生利用事業者）  

イ 再生利用事業者 事業説明 特設ブース  

＜参加企業（５社）＞ 

・横浜環境保全㈱ 

・武松商事㈱ 

・㈱二見 

・㈱日本フードエコロジーセンター 

・三友プラントサービス㈱ 

（４）参加者 

計 45名（事業者 25、行政 18、消費者２） 
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２ 参加者へのアンケート（抜粋） 

 

Ｑ１ 食品廃棄物・食品ロスの発生抑制や食品リサイクルの推進に関して、今後取り上

げてほしい内容がありましたら御記入ください。 

・ リサイクル事業者の現実的な話がききたい。コンビ二やデパ地下の残り等、外食産業などは一

般ゴミにすてているのか（行政） 

・ 必要以上に食品を買わない、残ったものを上手に利用して食べる様にする。（廃棄物処理業者） 

・ 社員食堂やレストラン、スーパーなど中小規模の排出事業者におけるリサイクルへの取組みの

好事例の紹介も聞いてみたい。（その他事業者） 

・ リサイクル、リデュースの取組事例を共有することが大事だと思う。（行政） 

・ 県内の各自治体の取組み活動、更には他県についての紹介をしていただきたい。（その他事業者） 

・ 海外の先行事例について。（行政） 

・ 一般家庭からの食品廃棄物の発生抑制について知りたい。（その他事業者） 

・ 食品ロスに関する数値的情報把握のため、組成調査の手法や、川下の対策の事業紹介も知りた

い。（行政） 

・ 小規模排出事業者への取り組みでうまくいった事例があれば紹介していただきたい。（行政） 

・ 排出事業者からみる食品廃棄物の処理の問題点と実態、食品リサイクル推進に対しての企業教

育や目標等、大手小売業や大手外食チェーンの食リに対する倫理感等（廃棄物処理業者） 

・ 一般家庭に対する具体的啓発例（行政） 

・ 県・市町村の補助金制度（生ごみ処理機を対象したもの）（その他事業者） 

 

Ｑ２ その他、本セミナー関して何かありましたら御記入ください。 

・ 生ごみ処理機について詳しく知りたい、コスト面等（廃棄物処理業者） 

・ 行政からの一方的な情報提供だけでなく、民間企業の事例発表やブース展示もあり、とても参

考になった。最新の状況・情報提供の場として、また開催してほしい。（その他事業者） 

・ 今回、初回でもあり参加者が少なかったですが、継続して根付かせることが大事では。（行政） 

・ 県内の食品リサイクル・飼肥料への取組み事業者の積極的なＣＳＲが感じられた。（その他事

業者） 

・ 消費者団体とのネットワークをもっと広めていったらどうか。（消費者） 

・ 市民（県民）への情報開示や廃棄物に対しての認識を深めて頂けるセミナーは大変ありがたい。

我々の業界では、注目度が高くなり、不法業者の締め出しにも役立つものだと感じます。また、

我々も改めて悪いイメージを払拭できるようコンプライアンスを守り、自治体と一緒に食品だけ

でなく廃棄物全般のリサイクルに貢献できるよう協力していきたい。（廃棄物処理業者） 

・大変参考になった。会場も良かった。（食品小売業） 

・再生利用事業者の課題や取組姿勢について分かり、とても参考になった。（行政） 


